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黒石よされ黒石よされ おしまこ流し踊り（むつ市）おしまこ流し踊り（むつ市）

青森ねぶた祭青森ねぶた祭

　十和田市秋まつり山車　十和田市秋まつり山車
（若葉地区四町内会祭典委員会）（若葉地区四町内会祭典委員会）

十和田市秋まつり太鼓車（中央町内会）十和田市秋まつり太鼓車（中央町内会）

熱い魂 集結集結

あおもり1
と し

0市大 祭典in十和田祭典in十和田

三本木小唄流しおどり三本木小唄流しおどり

八戸三社大祭八戸三社大祭



　青森県内10市の祭りや伝統芸能、食の魅力を一堂に集めた「あお　青森県内10市の祭りや伝統芸能、食の魅力を一堂に集めた「あお
もり10市大祭典in十和田」（主催・県都市共同観光振興特別事業実もり10市大祭典in十和田」（主催・県都市共同観光振興特別事業実
行委員会）が９月23日、24日に本市で開催され、19万人の人出行委員会）が９月23日、24日に本市で開催され、19万人の人出
（主催者発表）を記録しました。（主催者発表）を記録しました。
　メインイベントの官庁街通りで行われたパレードでは、各市の山　メインイベントの官庁街通りで行われたパレードでは、各市の山
車や流し踊りが練り歩き、沿道の観客を大いに魅了しました。10市車や流し踊りが練り歩き、沿道の観客を大いに魅了しました。10市
大祭典は、東日本大震災からの復興ＰＲ、本県の観光振興を目的に大祭典は、東日本大震災からの復興ＰＲ、本県の観光振興を目的に
2012年から10市持ち回りで実施し、来年は青森市で開催します。2012年から10市持ち回りで実施し、来年は青森市で開催します。

アメリカンパレード（三沢市）アメリカンパレード（三沢市）平川ねぷたまつり平川ねぷたまつり

五所川原五所川原立立
た ち ね ぷ たた ち ね ぷ た

佞武多佞武多

豪華豪華絢絢
け ん ら んけ ん ら ん

爛爛
熱い魂 集結熱い魂 

弘前ねぷたまつり弘前ねぷたまつり

あおもりあおもり11
と しと し

0市0市大 祭典in十和田大 
つがる市馬ねぶたパレードつがる市馬ねぶたパレード
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「馬花道よさこい」がステージいっぱいに踊りました「馬花道よさこい」がステージいっぱいに踊りました

十和田ブランドフェアで十和田ブランドフェアで
本市自慢の野菜を販売しました本市自慢の野菜を販売しました

五所川原市の十三湖しじみすくい取り五所川原市の十三湖しじみすくい取り
に、大喜びですに、大喜びです

「十和田湖ひめますを食べてみてください。とても「十和田湖ひめますを食べてみてください。とても
　おいしいですよ」と十和田ブランドフェアでPR　おいしいですよ」と十和田ブランドフェアでPR

2017年（平成29年）11月号　広報2017年（平成29年）11月号　広報 ４４

スピードと迫力あるスピードと迫力ある流流
や ぶ さ めや ぶ さ め

鏑馬鏑馬のデモンストのデモンスト
レーションは、来場者に感動を与えましたレーションは、来場者に感動を与えました

「B‐１グランプリ日本一の十和田バラ「B‐１グランプリ日本一の十和田バラ
　焼きゼミナールが作るバラ焼きを、召　焼きゼミナールが作るバラ焼きを、召
　し上がってください」とPR　し上がってください」とPR馬のまち十和田市にちなんで、

小山田久市長が馬に乗って登場しました

「10市が連携してまちづくりにまい進します」づくりにまい進します」

10市の市長たちも馬に乗って登場し、10市の市長たちも馬に乗って登場し、
「あおもり10市大祭典in十和田」が開幕しました「あおもり10市大祭典in十和田」が開幕しました
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　開会式典では、各市の市長や副市長が馬に乗っ
て登場。県市長会の小野寺晃彦会長（青森市長）
は「大祭典を大きく成長させていきたい」と主催
者を代表してあいさつしました。
　９月23日のパレードは午後６時ごろスタート
（２、３ページ）。馬ねぶた（つがる市）を先頭
に、各市のお祭りが続き、ライトアップされた山
車が闇夜を鮮やかに彩り、八戸三社大祭や五所川
原立佞武多、青森ねぶた祭のハネトの躍動的な乱
舞、威勢よく響き渡る祭り囃

ば や し

子などが、沿道に詰
めかけた観客の目の前で繰り広げられ、観客は多
彩な祭りの魅力をたっぷり堪能しました。

　最後尾には、テンポの良い本市の三本木小唄流し
おどりが続き、会場を熱気に包みこみました。
　イベント会場の中央駐車場のステージエリアやブ
ランドフェア、お祭りパレードでは、B‐１グラン
プリで誕生した三本木中生徒の「おもてなし隊」や、
県立西高生徒、市民ボランティアが活躍。フィナー
レでは小山田久市長が「温かい元気なおもてなしが
来場者の胸に深く刻まれた」と感謝の言葉を述べた
あと、「10市の思いを当市で発信させていただき
光栄です。今後も10市が連携して元気なまちづく
りにまい進したい」とあいさつし、閉幕しました。

青森市のミスねぶたもお祝いにかけつけました青森市のミスねぶたもお祝いにかけつけました 弘前城ミスも弘前ねぷたとともに応援です弘前城ミスも弘前ねぷたとともに応援です

各市のゆるキャラが大集合して、来場者を喜ばせました各市のゆるキャラが大集合して、来場者を喜ばせました

「ごみいただきます」と、おもてなし隊が「ごみいただきます」と、おもてなし隊が
　会場のごみ拾いに大活躍でした　会場のごみ拾いに大活躍でした

馬のまち十和田市にちなんで、馬のまち十和田市にちなんで、
小山田久市長が馬に乗って登場しました小山田久市長が馬に乗って登場しました

「「10市が連携して10市が連携してまちづくりにまい進します」まち
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石
いしかわ

川　正
まさのり

憲さん

（70歳・西十三番町）

　平成３年から十和田商工会議所常議員に就任以来、平成12年から
５年余りにわたり同所副会頭、平成18年から現在まで11年余りにわ
たり会頭を務めるなど、県内外の経済情勢が厳しい中にあって、小
規模事業者の経営改善対策や若年者雇用、定年延長などの雇用対策
のほか、プレミアム商品券発行事業や空き店舗対策事業などに積極
的に取り組み、地域経済の活性化を図るなど本市商工業の振興発展
に大きく貢献した。
　また、平成20年、十和田市観光協会会長時に旧十和田湖町の複数
の観光協会と十和田市物産協会を統合、現在の十和田市観光協会の
発足に力を尽くし、市全体で一体的な観光活動が可能になった功績
は誠に顕著である。以降、十和田市秋まつりをはじめとする各種イ
ベントではリーダーシップを発揮し、本市の観光振興やにぎわい創
出に大きく寄与している。
【主な受賞歴：平成24年日本商工会議所役員表彰、平成24年十和田
　商工会議所功績表彰ほか】

商工業・観光の振興発展に貢献

平成平平平平平平平平平平平平成成成成成成29222229999年度年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度

公共の福利増進に功労があった方や、広く市民の模範となる方をたたえるものです。

商工業

公共の

ベントで
出に大き
【主な受
商工会

正憲さん

十三番町）

です。

永
ながまつ

松　都
つ づ こ

々子さん

（芸名　菅
すがわら

原　都
つ づ こ

々子）

（90歳・神奈川県相模原市）

　80年の永きにわたり、国民に親しまれる歌手としての活躍は十和田
市民の誇りである。
　特に、平成19年から本市で開催されている「月がとっても青いから
全国カラオケコンクール」へ特別審査員として毎年出演し、県内外か
ら多くの出場者を集め、本市を全国へ発信している。また平成28年、
故郷の流し踊りとして愛されている「三本木小唄」を新たに収録した
アルバムを全国発売、あおもり10市大祭典や十和田市秋まつりの活性
化につながった。さらには自らも祭りのパレードへ参加するなど、市
民に希望と感動を与え、本市の名を広く知らしめた功績は極めて顕著
である。
プロフィール
　昭和26年　　「第１回ＮＨＫ紅白歌合戦」トップバッターで出場
　昭和30年　　「月がとっても青いから」大ヒット
　昭和62年　　「日本レコード大賞・特別功労賞」受賞
　平成３年　　十和田市文化賞受賞
　平成25年　　十和田奥入瀬観光大使就任　
　平成29年　　「あおもり10市大祭典in十和田」パレード参加

市民特別栄誉賞平成平平平平平平平平平平平平平成成成成成成29222229999年度年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度

十和田市褒賞受賞（平成５年）後も活躍が顕著である方をたたえるものです。

十和田市民の誇り～歌手生活80周年～

〔十和田市出身〕



平成29年度平成29年度十和田市文化に関する表彰十和田市文化に関する表彰

✿文化功労賞

　高清水小学校での俳句学
習会等、長きにわたり児童
生徒の俳句指導を行い、多
数の方を全国的な大会で入
賞させている。その指導力
が高く評価され、指導者と
しての受賞を数多く重ねて
おり､俳句文化の向上、発
展に大きく貢献した。
（活動歴30年）

　長きにわたり､十和田短
歌会役員、短歌の全国結社
まひる野の支部長を務め､
短歌の普及に尽力している。
　また、短歌大会・歌壇の
選者を務め、「曲水の宴」
に東北より６人の参宴歌人
のひとりとして選ばれるな
ど短歌文化の向上、発展に
大きく貢献した。
（活動歴32年）

　古
ふるだて

舘　千
ち よ し

代志さん
（89歳・西十四番町）

✿文化功労賞

滝
たきさわ

沢　哲
て つ お

雄さん
（80歳・西四番町）

　日本美術家連盟会員､現代美術家協会
北海道支部長として活躍しており、こ
れまでに「現展」をはじめとする国内
の数多くの絵画展において、優秀な成
績を収めている。
　また、「現展」審査員をはじめ、絵
画指導にも尽力されており、本市にお
ける絵画文化の普及、発展に多大な貢
献をした。
（活動歴50年）

✿文化賞

宮
みやうち

内　香
た か み

宝さん
（64歳・東四番町）

７ 2017年（平成29年）11月号広報

　『文化賞』は、文化の向上発展に特に顕著な業績を示し十和田市の誇りに値すると認められた方、『文化
功労賞』は、永年にわたり文化の向上発展に貢献し、その功労が特に顕著である方、『文化奨励賞』は、優
れた文化の創造および普及活動を続け市民の文化向上に寄与した方に贈られます。

✿文化功労賞✿文化奨励賞

　長きにわたり、十和田か
ぱちぇっぽ川柳吟社の副会
長、事務局として川柳の普
及に尽力している。
　官庁街通りの野外文芸館
の作品責任者として活躍す
るなど川柳文化の向上、発
展に大きく貢献した。
（活動歴34年）

　日本習字教育財団主催の
観梅展において最高位の観
梅大賞に次ぐ観梅賞を受賞
するなど多くの入賞を重ね
ており、今後のさらなる活
躍が期待される。
（活動歴15年）

　川
かわむら

村　幸
ゆ き え

恵さん
（45歳・東三番町）

下
し も だ

田　キヨさん
（芳
ほうしゅうあんそうせい

秋庵宗清）
（90歳・西十三番町）

　長きにわたり、十和田市
茶道協会の副会長、監事と
して茶道の普及に尽力し､
自身も市民茶会の掛け釜を
担当するなど茶道文化の向
上、発展に大きく貢献した。
（活動歴47年）

✿文化功労賞

大
おおかわ

川　典
の り こ

子さん
（70歳・西十三番町）

　長きにわたり、十和田市
少年少女合唱団やコールア
ゼリアなどの合唱団の指導
者を務め、市民文化祭、合
唱祭等においても中心的な
役割を担い、合唱文化の向
上、発展に大きく貢献した。
（活動歴40年）

✿文化功労賞

水
みず の

野　成
しげひろ

弘さん
（水

みずの

野成
せいこう

弘）
（77歳・相坂字高清水）



　高齢者自身の介護予防を目的にボランティア活動を支援する事業です。
　ボランティア活動に参加し、与えられるポイントを一定以上ためると市の特産品
などと交換ができます。
対象　ボランティア活動に興味のある60歳以上の市民
活動内容　レクリエーションの手伝い、外出・移動などの補助、話し相手など
まずは、研修会を受講しましょう
とき　11月30日㈭午後１時30分～４時30分　ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
定員　50人程度　費用　無料　持ち物　筆記用具　申込期限　11月24日㈮

「十和田市いきいき介護支援ボランティア」
　説明・研修会参加者募集 問十和田市社会福祉協議会☎㉓2992

　厚生労働省は、介護について理解と認識を深め、介護サービス利用者
と家族・介護従事者を支援し、地域社会における支え合いや交流を促進
する日として「11月11日」を「介護の日」と定めています。
　高齢化などにより介護が必要な人々が増加している一方、介護にまつ
わる課題は多様化しています。
　今、介護をしていない人も、いつか家族の介護をする立場になったり、
介護を受ける立場になったりするかもしれません。この機会にそれぞれ
の立場で「介護」について考えてみませんか。

1
い い ひ い い ひ

1月11日は、介護の日

＜市の高齢者の状況（平成29年９月末現在の十和田市人口　62,372人）＞
○65歳以上の高齢者数　19,556人（高齢化率　31.4％）
○要介護・要支援認定者　3,369人（要介護認定率　17.2％）

＞

毎日、あったか介護毎日、あったか介護
ありがとうありがとう

問高齢介護課高齢者支援係☎516720
　　地域包括支援センター☎703671

あなたの体力年齢はどのくらい？
「自立体力全国検定」で、自分の体力を知ろう！

　みなさんは、ちょっとした段差でつまづくなど筋力や体力が落ちたと感じることは
ありませんか。日常生活の中で、自分のことは自分でできる自立体力がどのくらいあ
るのかを知る「自立体力全国検定」を受け、また、自宅でできる簡単な体操を楽しみ
ながら習得し、健康づくりに取り組んでみませんか。
対象　おおむね65歳以上の市民（10人以上のグループなどで申し込んでください。）
とき　日時については要相談　ところ　集会所など（９ｍ×４ｍの幅のある場所）
活動内容　①講話②検定実施③簡単トレーニング（全体で60～90分）
費用　無料　申込期限　実施予定日の１カ月以上前の申し込みが必要です。

認知症にお悩みの人は、「認知症初期集中支援チーム」が相談に応じ、安心して
生活できるよう支援を行います。まずはお電話ください。

　複数の専門職で構成された「認知症初期集中支援チーム」が、認知症が疑われる人や認知症の人で、医療
や介護を受けていない人などの家庭を訪問し、安心して生活できるよう早期に集中的に支援の体制を整えま
す。認知症に悩んでる本人、家族、かかりつけ医、ケアマネジャー、民生委員などからの
相談を受け付けます。一人で悩まず、まずはお電話でご相談ください。
　「認知症初期集中支援チーム」は、認知症のサポート医、医療・福祉・介護の専門
スタッフ（薬剤師、精神保健福祉士、保健師、社会福祉士、作業療法士、介護福祉士、
介護支援専門員など）で構成されています。

話しだけでも、
聞いてもら
おうかな
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　資源循環型社会※の形成を目指し、更なるごみの減量化・資源化を図るため、これまでの取組結果を踏まえ、具体
的な施策や目標値を設定します。
※循環型社会とは  …

第3次十和田市ごみ減量行動計画を策定しました
策定の趣旨策定の趣旨

　平成27年度実績を基準に、平成29年度から平成31年度までの３年間で達成を目指す、２つの目標を設定します。

目標目標

　市民・事業者・行政の３者が連携し、３つの実践内容を基に、具体的な取り組みを推進し、継続的に具体的施策の
質の向上を目指します。

具体的施策と実践内容具体的施策と実践内容

実践内容１
ごみ減量化の推進

実践内容２
リサイクルの推進

実践内容３
３Rに関する
意識啓発の推進

市民の取り組み 事業者の取り組み 行政の取り組み

・マイバッグの持参
・詰替え商品の購入 ・廃棄物の少ない商品の製造

・生ごみ減量
・衣類回収
・オフィス町内会加入促進

・分別の徹底
・資源集団回収や店頭回収
　の活用

・リサイクル製品の販売
・オフィス町内会の活用

・使用済小型家電回収
・資源集団回収

・ごみカレンダーの活用
・ふるさと出前きらめき
　講座の活用

・グリーン購入の実践
・３Rの取り組み（下記参　
　照）を推進
・ごみに関する勉強会の催し

ご家庭ですぐできる３Ｒの取り組み
・マイバッグを持参し、レジ袋はもらわない。
・食材を使いきる、料理は食べきる、生ごみは水気をきるの「３つのきる」を実践
・フリーマーケットやリサイクルショップを上手に活用
・着なくなった服は、捨てずに衣類回収ボックスへ
・PTA、町内会等で行っている資源集団回収に参加
・お買い物のついでにスーパーの店頭回収を活用
・使用済小型家電は燃えないごみではなく、小型家電回収ボックスを利用

製品等がごみとなることを抑制し、排出されたごみはできるだけ再使用・再利用する。それでも利用できない
ものは適正処分をすることにより天然資源の消費抑制、環境への負荷を低減する社会をいいます。

※１　ごみ排出量＝ごみ総排出量÷人÷365

１人１日当たりのごみ排出量※１

920ｇ以下

（ｇ）

（年度）26 27 28 31
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計
生活系
ごみ
事業系
ごみ

※３
28年度数値は
推計値です。

※３

１人１日当たりのごみ排出量

※２　リサイクル率＝再資源化量÷ごみ総排出量

リサイクル率※２

25％以上

26 27 28 31

20
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15
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21.6 21.4
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※３

リサイクル率

※３
28年度数値は推計値です。
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〔目標値〕 〔目標値〕

Ｒｅｄｕｃｅ (リデュース)
ごみになるものを減らす

Ｒｅｕｓｅ (リユース)
ものをくりかえし使用する

Ｒｅｃｙｃｌｅ (リサイクル)
資源として再び利用する



問政策財政課　地方創生・婚活支援係 ☎516712地方創生地方創生まち・ひと・しごとまち・ひと・しごと

十和田　移住　日々コレ 検索

　人口減少対策の一環として、市では移住・定住の支援に取り組んでいます。
　ずっと暮らし続けたいと思えるまちには、移住者の多様な視点が受け入れられることや、気軽に悩みを打
ち明け、交流できる場が必要です。
　今回の移住フォーラム第２弾では、移住女子と十和田の暮らしの魅力を共有するとともに、参加者同士の
ネットワークづくりを行います。

2017年（平成29年）11月号　広報 10

「アートと自然のまち十和田」で暮らす移住女子たちと一緒に「こんなまちにしたい」を共有しませんか？

とき　12 月３日㈰　午後１時～４時 30 分
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」 
定員　50 人（先着順）（事前申し込みを受け付けます。）
　　　※女性、男性、移住者問わず、どなたでも参加
　　　　できます。
　　　※子育てママ、パパも大歓迎。お子様連れでも
　　　　参加できます。
内容　トークセッション：全国各地を知る編集女子と移住
　　　　女子が、十和田の魅力についてトークします。
　　　　十和田暮らしを満喫するためのヒントを見つけま
　　　　しょう！
　　　交流会：ゲストや参加者と気軽につながりましょう。きっと移住女子との輪が広がるはず！
参加費　無料

移住フォーラム  第２弾 ～移住女子会　私らしい暮らしを考える～

吉田千枝子さん

伊佐知美さん
「灯台もと暮らし」
　　編集長

編集女子

玉川えみ那さん

移住女子

那ささんんんんんん

伊伊伊
編

吉

東京都から
Ⅰターン

移住女子

松石優美子さん

移住女子

移住女子

須井直子さん
「TURNS」
編集部

編集女子

横濵久美子さん

東京都から
Ｕターン

長崎県から
Ⅰターン

東京都から
Ｕターン

問政策財政課地方創生・婚活支援係☎516712
　　またはNPO法人プラットフォームあおもり（☎017-763-5522）

いずれも

　結婚を希望する独身男女のほか、十和田市婚活応援サポーターや十和田市での婚活を応援してくれる人を
対象として、ライフデザインを考えるきっかけづくりとなる講演とワークショップを行います。
　あなたもこれからの人生のライフデザインを考えてみませんか。

十和田市　婚活支援 検索

市主催婚活セミナー 「未来デザインセミナー」 開催！

とき　11 月 25 日㈯　午後１時 30 分～５時※終了後に交流会を行います。
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
対象　①結婚を希望する独身の人
　　　※女性は、居住地を問いません。
　　　※男性は、上十三・十和田湖広域定住自立圏（十和田市、三沢市、
　　　　野辺地町、七戸町、六戸町、横浜町、東北町、六ヶ所村、おい
　　　　らせ町、小坂町）に住んでいる人
　　　②十和田市婚活応援サポーター、十和田市での婚活を応援してくれる人
定員　①、②合わせて 30 人（先着順）（事前申し込みを受け付けます。）
内容　講演：結婚を経て、子育てと仕事を両立し活躍しているフリーアナウンサーの柳澤ふじこさんから、　
　　　　　　これまでの人生やライフステージ変化時の選択とその理由などについて、講演いただきます。
　　　ワークショップ：今後の社会保障制度を踏まえた参加者それぞれのライフプランニングを行います。
参加費　無料（交流会にも参加する人は 500 円）

柳澤ふじこさん

講　演

N
ノ ー

O c
チ ャ レ ン ジ

hallenge, N
ノ ー

O l
ライフ

ife
～今を楽しむチカラ、
　　　　　巻き込むチカラ～

フリーアナウンサー
講師



  

あ
な
た
の
街
の

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
事
柄
を
取
り

上
げ
、
法
律
の
面
か
ら
弁
護
士
が
解
説
し

ま
す
。
今
回
は
「
無
保
険
者
の
事
故
に
対

す
る
政
府
保
障
制
度
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
７
７

法法
律律
相相
談談

～第34回～

Ａ
）
政
府
保
障
事
業
と
呼
ば
れ
る
保
障
制

度
が
あ
り
、
政
府
保
障
事
業
に
対
し
て
損

害
の
て
ん
補
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
自
賠
責
保
険
で
救
済
さ
れ
な
い
被
害

者
を
救
済
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

Ｑ
）
追
突
事
故
に
遭
っ
て
怪
我
を
し
ま
し

た
。
加
害
者
は
自
賠
責
保
険
に
加
入
し
て

お
ら
ず
、
支
払
能
力
も
あ
り
ま
せ
ん
。
何

か
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
）
仮
渡
金
の
制
度
が
な
い
、
請
求
で
き

る
の
は
被
害
者
の
み
で
加
害
者
請
求
が
で

き
な
い
、
な
ど
の
点
が
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
保
険
や
労
災
保
険
な
ど
の

社
会
保
険
か
ら
の
給
付
を
受
け
る
べ
き
場

合
に
は
、
そ
の
金
額
は
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　

被
害
者
へ
の
損
害
の
て
ん
補
が
な
さ
れ

る
と
、
政
府
が
加
害
者
に
求
償
し
ま
す
。

Ａ
）
ひ
き
逃
げ
事
故
の
よ
う
な
加
害
車
両

の
保
有
者
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
や
、
責

任
保
険
が
締
結
さ
れ
て
い
る
車
両
を
被
保

険
者
で
な
い
者
の
み
が
運
行
の
用
に
供
す

る
場
合
に
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三沢市

～上十三・十和田湖広域定住自立圏情報～
みんな

で

出かけ
よう

　上十三・十和田湖広域定住自
立圏圏域のイベント情報をお届
けします♪

出かけ出

　
　

（
文
責
・
弁
護
士　

橋
本 

明
広
）

弁
護
士
法
人
青
空
と
大
地
☎
㉑
５
１
６
２

Ｑ
）
自
賠
責
保
険
と
異
な
る
点
は
あ
り
ま

す
か
。

Ａ
）
相
手
方
が
自
衛
隊
、
在
日
米
軍
な
ど

の
車
両
の
場
合
、
強
制
保
険
の
適
用
除
外

者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
保
障
事
業
に

対
し
て
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
本
来
責
任
を
負

う
国
な
ど
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
故
発
生
日
や
症
状
固
定
日
な
ど

か
ら
３
年
を
経
過
し
て
時
効
が
成
立
し
て
い

る
と
き
も
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

七戸町
クリスマスパーティ

▼とき　12月16日㈯ 午後６時30分～

▼ところ　七戸町内
▼申込期限　12月5日㈫

　問七戸町若者移住促進事業実行  
      委員会（地域おこし総合戦略   
      課内）☎682422
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者

救
済
す

た
め
の
制
度
で
す

Ｑ
）
他
に
も
政
府
保
障
事
業
に
対
し
て
請

求
で
き
る
場
合
は
あ
り
ま
す
か
。

Ｑ
）
ど
の
よ
う
な
基
準
で
損
害
額
を
算
定

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
）
平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
発
生
し

た
事
故
に
つ
い
て
は
、
自
賠
責
保
険
と
同

じ
基
準
に
よ
り
算
定
が
な
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
）
政
府
保
障
事
業
に
対
し
て
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
あ
り
ま
す
か
。

Ｑ
）
ど
こ
に
請
求
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

Ａ
）
政
府
保
障
事
業
は
損
保
各
社
が
政
府

か
ら
事
業
の
一
部
を
受
託
し
て
い
る
の
で
、

最
寄
り
の
損
保
会
社
窓
口
で
手
続
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問三沢市地産販売推進室
　☎535111

みさわ地産地消フェア
　９回目の今年度は、ほっき貝の
開漁に合わせて三沢漁港で開催し
ます。ほっき貝やイカ、ヒラメ、
ごぼう、ながいも、パイカ肉など、
三沢市が全国に誇る農水畜産物を
使用した料理、各種ステージをご
堪能ください。

クリスマスマーケットin小坂
2017
　近代クリスマス発祥地の小坂町で
のクリスマスマーケットです。

▼とき　12月２日㈯、９日㈯、
　　　　16日㈯、23日㈯
　　　　午後５時～７時30分

▼ところ　明治百年通り（天使館周辺）

問小坂町観光産業課観光商工班
　☎0186㉙3908
　小坂まちづくり株式会社
　☎0186㉙2821

おいらせ軽トラ市
　野菜や手作り惣菜、工芸品など
たくさん出店の軽トラ市です。

▼とき　12月３日㈰ 
　　　　午前８時～正午

▼ところ　おいらせ町本町商店街
問おいらせ軽トラ市実行委員会
　☎0178562511

日本一のおいらせ鮭まつり
　鮭のつかみ取りやサーモンレー
ス、芸能ステージ、キャラクター
ショーなど催事も充実しています。

▼とき　11月18日㈯ 午前９時30分～、
　　　　　　19日㈰ 午前10時～

▼ところ　おいらせ町しもだサー
　モンパーク（奥入瀬川河川敷）
問おいらせ鮭まつり実行委員会
　☎0178564703

▼とき　12月３日㈰
　　　　午前９時30分～午後４時

▼ところ　三沢漁港

申

　洋風鍋を囲みながら交流する婚
活イベントです（お酒・デザート
あり）。詳細は七戸町ホームペー
ジをご覧ください。

おいらせ町

小坂町



　

２
年
前
に
半
年
間
育
児
休
業
を
取
得
し

た
、
青
森
県
職
員
の
石
井
昌
史
さ
ん
ご
一

家
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
育
児
休
業
を
取
得
し
よ
う
と
思
っ
た　

　

き
っ
か
け
は
？

　

妻
の
実
家
が
北
海
道
で
あ
り
、
両
親
も

高
齢
に
な
っ
て
き
て
い
て
、
出
産
時
に
こ

ち
ら
ま
で
手
伝
い
に
来
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
配
属
さ

れ
て
い
た
部
署
が
、
仕
事
を
お
互
い
カ

バ
ー
で
き
や
す
い
部
署
だ
っ
た
の
と
、
職

場
で
も
男
性
の
育
休
取
得
を
勧
め
て
い
た

子
ど
も
の
笑
顔
が
輝
く
ま
ち
へ

お
互
い
協
力
し
合
う
子
育
て
を
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み
ん
な
で
男
女
共
同
参
画
の
輪
を
広
げ
よ
う　

男
女
共
同
参
画
市
民
情
報
誌
ゆ
っ
パ
ル
第
34
号

十和田市男女共同参画市民
情報誌ゆっパル編集委員に
よるコーナーです

「
ゆ
っ
パ
ル
」
の
由
来

　

こ
の
地
方
の
方
言
で
〝
結
ぶ
〞

と
い
う
意
味
の
「
ゆ
っ
ぱ
る
」
と
、

英
語
で
〝
仲
間
・
友
だ
ち
〞
と
い

う
意
味
の
「
パ
ル
」
か
ら
で
き
て
い

ま
す
。
『
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
結

び
つ
い
て
仲
間
を
つ
く
る
』
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Interview

石井昌
まさし

史さん (42 歳）、朋美さん（43歳）、
昌
しょうた

太くん（２歳）

た
め
で
す
。

Ｑ
育
児
休
業
を
取
得
し
た
際
の
職
場
や
周

　

り
の
反
応
は
？

　

女
性
も
多
い
職
場
で
、
産
休
・
育
休
取

得
者
も
何
人
か
い
た
た
め
理
解
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
当
時
の
男
性
上
司
に
は

「
育
休
を
と
り
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
き

た
な
ぁ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
上
司
達
の

時
代
は
、
今
の
よ
う
に
男
性
が
育
休
を
取

得
す
る
こ
と
に
前
向
き
で
は
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
私
が
育
休
を
取
得
し
た
あ
と
に

も
、
２
、
３
人
の
男
性
の
後
輩
が
続
い
て

育
休
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
の
実
家
（
五
戸
町
）
へ
も

頻
繁
に
顔
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

両
親
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

Ｑ
実
際
、
育
児
休
業
を
取
得
し
て
一
日
中

　

家
で
過
ご
し
て
ど
う
感
じ
ま
し
た
か
？

　

育
休
を
取
得
し
た
当
初
は
、
普
段
と
雰

囲
気
も
違
う
し
、
上
の
子
た
ち
（
当
時
小

学
５
年
生
と
２
年
生
の
女
の
子
）
の
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
目
に
つ
い
て
イ
ラ
イ
ラ
し

た
り
も
し
ま
し
た
。
で
も
、
遊
ぶ
時
間
が

増
え
た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
喜

ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ま
で
妻
の
立
場
や
育
児
の

こ
と
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で

し
た
が
、
実
際
そ
の
立
場
に
立
つ
と
、
こ

ん
な
に
も
違
う
ん
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。

家
族
に
対
し
て
も
、
相
手
の
こ
と
を
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
男
性
の
子
育
て
、
育
児
休
業
取
得
に
つ

　

い
て
ど
う
感
じ
ま
す
か
？

　

男
性
は
自
分
の
仕
事
を
客
観
的
に
見
る

機
会
が
な
か
な
か
な
い
で
す
が
、
そ
う
い

う
意
味
で
も
育
児
休
業
取
得
を
ぜ
ひ
勧
め

た
い
で
す
。
ま
た
、
育
休
を
取
得
し
た
こ

と
で
、
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
も
上
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

男
性
が
育
休
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
企

業
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
え
た
ら
、
民

間
企
業
で
も
も
っ
と
取
得
し
や
す
く
な
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

お
話
の
最
後
に
、
奥
さ
ん
の
朋
美
さ
ん

が
『
実
際
、
育
休
を
取
得
し
た
後
、
職
場

か
ら
の
主
人
の
評
価
が
上
が
り
ま
し
た
。

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
か
ね
』
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
朋
美
さ
ん
は
仕
事

　

政
府
で
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
男
性
の

育
児
休
業
取
得
率
を
13
％
と
す
る
目
標
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
は
３
・

１
６
％
（
厚
生
労
働
省
「
平
成
28
年
度
雇

用
均
等
基
本
調
査
」
）
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
育
児
休
業
制
度
を
利
用
す
る
男
性
は

ご
く
わ
ず
か
な
状
況
で
す
。

　

育
児
休
業
を
取
得
で
き
な
い
理
由
と
し

て
は
、
職
場
で
の
業
務
が
多
忙
で
あ
る
こ

と
、
職
場
環
境
や
育
児
休
業
制
度
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
育
児
休
業
は

有
給
休
暇
で
は
な
い
た
め
、
休
業
を
取
得

す
る
こ
と
に
よ
り
収
入
が
減
る
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

　

今
号
で
は
、
育
児
休
業
を
取
得
し
た
市

内
に
お
住
ま
い
の
男
性
の
例
を
紹
介
し
な

が
ら
、
男
女
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。　



ホットな一句

奈
生
美

家
事
育
児

助
け
合
う
輪
に

和
む
家
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ホットな一句

奈
生
美

「さんかく日和」その 10
Akemi.N

編
集
後
記

お
っ
、
い
ま

笑
っ
た
？

初
め
て
の
笑

顔
だ
！

で
県
内
・
外
へ
の
出
張
な
ど
も
あ
り
、
昌

太
く
ん
を
妊
娠
し
た
時
、
仕
事
を
継
続
で

き
る
か
ど
う
か
の
不
安
も
あ
っ
た
た
め
、

昌
史
さ
ん
が
育
休
取
得
を
提
案
し
て
く
れ

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参
加
は
、
女

性
の
就
業
継
続
や
第
２
子
以
降
の
出
産
へ

の
大
き
な
助
け
と
な
り
ま
す
。
夫
婦
お
互

い
が
相
手
の
気
持
ち
を
尊
重
し
協
力
し
あ

う
こ
と
で
、
仕
事
と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
を

う
ま
く
保
つ
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
け
た
ら

い
い
で
す
ね
。

編
集　

十
和
田
市
男
女
共
同
参
画
市
民
情

　

報
誌
ゆ
っ
パ
ル
編
集
委
員　

漆
舘
優
美

　

花
、
木
村
奈
生
美
、
笹
森
栄
子
、
新
藤

　

幸
子
、
中
野
渡
明
美
、
深
谷
淳
子

発
行　

総
務
課
広
報
男
女
参
画
係

　

☎
51
６
７
０
２

　

男
性
の
育
児
休
業
取
得
者
が
多
く
な
る

た
め
に
は
、
育
児
休
業
取
得
を
申
し
出
や

す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
22
年
度
よ
り
男

み
重
な
れ
ば
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

夫
婦
お
互
い
が
で
き
る
こ
と
を
補
い
合
い
、

子
育
て
が
し
や
す
い
環
境
が
整
え
ば
、
女

性
の
社
会
へ
の
参
画
も
進
み
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
活
躍
で
き
る
幅
も
広
が
り
ま
す
。

　

子
育
て
は
「
期
間
限
定
」
で
す
。
忙
し

く
し
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
と

の
大
切
な
時
間
を
作
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

「
男
は
外
で
働
き
、
女
は
家
庭
を
守
る
」

と
い
う
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
男

性
も
女
性
も
安
心
し
て
仕
事
・
育
児
を
で

き
る
環
境
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

性
の
育
児
と
仕
事
の
両
立
を
推
進
す
る

「
イ
ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し

て
お
り
、
中
で
も
働
き
方
の
見
直
し
な
ど

に
よ
り
業
務
改
善
を
図
っ
て
い
る
企
業
を

表
彰
す
る
「
イ
ク
メ
ン
企
業
ア
ワ
ー
ド
」

（
平
成
25
年
度
よ
り
）
、
部
下
の
仕
事
と

育
児
の
両
立
を
推
進
し
、
自
ら
も
仕
事
と

生
活
を
充
実
さ
せ
て
い
る
管
理
職
を
表
彰

す
る
「
イ
ク
ボ
ス
ア
ワ
ー
ド
」
（
平
成
26

年
度
よ
り
）
な
ど
で
、
男
性
の
育
児
へ
の

参
加
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
を
高
く
す
る

こ
と
は
、
男
性
が
ど
れ
だ
け
育
児
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
数
字
で
図
る
た

め
で
は
な
く
、
男
女
が
共
に
育
児
に
関
わ

り
、
夫
婦
が
成
長
し
て
い
く
た
め
に
も
必

要
な
こ
と
で
す
。

　

共
働
き
世
帯
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

一
方
で
主
婦
の
毎
日
の
家
事
・
育
児
も
積

出
来
る
こ
と
か
ら
一
歩
ず
つ

　

男
女
共
同
に
は
「
思
い
や
り
」
の
気
持

ち
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
男
性
の
育

児
休
業
制
度
の
更
な
る
浸
透
を
期
待
し
ま

す
！(

Ｕ)

　

イ
ク
メ
ン
や
カ
ジ
ダ
ン
、
イ
ク
ボ
ス
と

い
う
言
葉
を
聞
き
ま
す
が
、
未
だ
遠
い
現

状
で
す
ね
。
夫
婦
双
方
が
助
け
合
い
を
し

な
く
て
は
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
Ｋ
）

　

11
月
12
日
〜
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。
広
報

と
わ
だ
８
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
暴
力
根
絶

の
記
事
で
、
１
人
で
も
多
く
の
市
民
を
救

え
ま
す
よ
う
に
…(

Ｓ
）

　

子
ど
も
と
じ
っ
く
り
関
わ
れ
る
の
は
10

歳
ぐ
ら
い
ま
で
。
本
当
に
子
ど
も
と
過
ご

せ
る
時
間
は
短
い
も
の
で
す
。
（
Ｓ
）

　

子
ど
も
は
い
つ
の
間
に
か
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
少

し
ず
つ
子
ど
も
に
頼
っ
て
し
ま
う
母
で
す
。

(

Ｎ
）

　

「
男
性
の
育
児
休
業
」
―
ま
だ
ま
だ
耳

慣
れ
な
い
言
葉
だ
け
れ
ど
、
子
ど
も
を
育

て
る
楽
し
い
時
間
は
今
だ
け
。
家
族
み
ん

な
で
育
て
る
こ
と
が
大
切
!!(

Ｆ
）

記
念
す
べ
き

「
一
口
目
」
♡

お
い
ち
い
ね
〜

あ
れ
ー
っ
！

今
「
パ
パ
」
っ

て
言
っ
た
よ

な
！

感
激
〜
！

あ
の
〜
、
う
ち
の
子
が

明
日
あ
た
り
初
め
て
歩

き
そ
う
な
ん
で
す
！

休
み
を
い
た
だ
け
な
い

で
し
ょ
う
か
・
・
・



合図とともに勢いよくスタート

防災ヘリコプター「しらかみ」に給水装置を装着する
ため、ヘリの着陸を待つ青森県防災航空隊員

市内のイベントを随時発信！
十和田市ブログ駒の里 検索

平成29年度子ども議員提案企画年度子ども議員提案企年度子ども議員提案企画

「データから見る！わがまち十和田市」「デーータから見見る！わわががままちち十十和和和田田田市市市市」」
今月のデータは、自殺死亡率自自殺殺殺死死死死死死亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡率 です。

　当市の自殺死亡率は、平成23年から下降傾向にあります。
　家族や仲間の変化に気づいて声をかけ、話に耳を傾けたり、支援
先につなげたり、温かく見守ることで、救える命があります。

第３回第第３３３回回回回回回回回回回回回回

（平成27年）４位４位県内10市中
援

みんなで
支えるよ

20120177年（平成年（平成2929年）年）1111月号　広報月号　広報 1414

　第 22 回とわだ駒街道マラソン大会が市陸上競技場を
中心に行われ、全国から集まった約 1,700 人の市民ラン
ナーが、“日本の道百選・官庁街通り”などをメインコー
スに力走しました。２ｋｍ小学生（４～６年生）女子の
部で優勝した松田涼那（すずな）さん（野辺地町・若葉
小６年）は、「昨年は４位で悔しい思いをしましたが、
今年は優勝できて嬉しかったです」と笑顔で満足そうに
話しました。

秋空の下を駆け抜ける

とわだ駒街道マラソン大会
10
８

　高森山総合運動公園（深持字梅家ノ下）を会場に青森
県防災航空隊との連携による林野火災対応訓練が開催さ
れました。十和田地域広域事務組合消防本部（39 人）、
十和田市消防団（第３分団 20 人）、および青森県防災航
空隊（９人）が合同で訓練を実施することで、相互の関
係強化を図るとともに、的確な指揮命令系統ならびに消
防活動体制の構築を確立し、参加隊員の技術と知識の向
上を図ることができました。

防災ヘリコプター「しらかみ」と合同訓練

林野火災に備える合同訓練を実施
９
25

自殺死亡率（人口10万人あたり）

25

（人）

（年）2723 24 25 26

■

■ ■
■

■

■

■
■ ■

■

35

18.918.9

26.626.6

26.426.4
24.624.6

33.433.4

18.5
19.5

20.721.0
22.9

■　全国
■　十和田市

十和田市の
県内10市中の順位

９９位位

７７位位
５５位位

９９位位
４４位位

30

20

15

（人口10万人あたり）（人人口口100万万万万人人人人人人あああああああたたり）

自殺死亡率が
少ない少ない方から

十和田市の良さを十分にPRしてきました

　市立東小学校（小原広
ひろき

基校長）の６学年児童らが市役
所を訪問し、９月の修学旅行で訪れた函館市で、６学年
児童 54人が本市の観光をＰＲしたことを報告しました。
小山田市長のＰＲしている場面をもう一度再現してほし
いという要望に対し、児童は元気に再現して見せ、「買い
物客や観光客はうれしそうだったし、今度十和田に行っ
てみたいなどの感想が聞けた」と満足気に話しました。

東小６学年児童が市長に活動報告

修学旅行で本市の観光をＰＲ
10
２
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土
木
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
協
働
の
力
で
快
適
な
冬
道
を
！

　

市
で
は
、
市
民
・
除
雪
業
者
と
の
協
働

に
よ
る
除
雪
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
、
協
力
で
き
る
こ
と
を
お

願
い
し
ま
す
。
共
に
力
を
合
わ
せ
て
、
快

適
な
冬
道
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

◀

道
路
へ
の
雪
出
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◀

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◀

屋
根
の
雪
が
道
路
に
落
ち
な
い
よ
う
、

　

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◀

除
雪
後
の
間
口
寄
せ
雪
の
片
付
け
は

　

各
家
庭
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

◀

除
雪
作
業
中
の
車
輌

　

に
は
絶
対
近
寄
ら
な

　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　

う
。

■
ま
ご
こ
ろ
除
雪
事
業

　

市
で
は
、
除
雪
が
困
難
な
世
帯
に
対

し
、
除
雪
を
支
援
し
ま
す
。

対
象　

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
お
よ
び
児

　

童
の
み
で
構
成
さ
れ
、
自
ら
の
家
の
敷

　

地
を
自
ら
が
除
雪
す
る
こ
と
が
困
難
な

　

非
課
税
世
帯

実
施
内
容　

間
口
か
ら
玄
関
先
ま
で
の
簡

　

易
な
除
雪

申
し
込
み
方
法　

申
し
込
み
先
に
備
え
付

　

け
の
利
用
申
請
書
に
記
入
の
上
、
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。
昨
年
度
対
象
と
な
っ

　

た
人
へ
は
利
用
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

申
し
込
み
先　

土
木
課
、
高
齢
介
護
課
、

　

十
和
田
湖
支
所
、
㈳
十
和
田
市
社
会
福

　

祉
協
議
会

問
土
木
課
維
持
係
☎
51
６
７
３
０

宝
く
じ
助
成
金
で
多
文
化
共
生
事
業
に
取

り
組
み
ま
し
た

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ロ
・
ワ
ー
ク
ス
十
和
田

が
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と

し
て
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
活
用
し
、
ベ
ト
ナ
ム
国
幼
児
教
育

リ
ー
ダ
ー
４
人
を
招
き
、
市
内
保
育
園
の

視
察
や
地
域
住
民
と
の
情
報
交
換
な
ど
を

通
じ
て
、
互
い
の
文
化
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
国
際
意
識
の
高
揚
を

図
る
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

　

☎
51
６
７
２
５

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
で
す 

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業

所
は
労
働
保
険
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
（
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
く
）。

　

労
働
保
険
の
成
立
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
事
業
主
は
、
速
や
か
に
加
入
手
続
き

を
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
労
働
保
険
と
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

　

を
総
称
し
た
名
称
で
す
。

問
三
沢
公
共
職
業
安
定
所
十
和
田
出
張
所

　

☎
㉓
５
３
６
１

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
・
年
末
調
整
関
係

事
務
説
明
会 

と
き　

11
月
17
日
㈮

◀

午
前
10
時
30
分
〜
（
１
時
間
程
度
）　

　

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

◀

午
後
２
時
〜
（
１
時
間
30
分
程
度
）　

　

年
末
調
整
関
係
事
務

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
十
和
田
税
務
署
☎
㉓
３
１
５
１

対象地区 回収日程
一本木沢、一本木沢一・二丁目、ひがしの一・二丁目、元
町西一～六丁目、元町東一～五丁目、上平、下平（稲生団
地除く）、北平、千歳森、七郷、南平、長根尻、後野、井戸頭、
北斗、藤高

11月６日㈪
〜
８日㈬

稲生町、東一～三番町、東十一～十三番町、東二十一～
二十四番町、西一～三番町、西十一～十三番町、西二十一
～二十三番町、里ノ沢、牛泊、しらかば団地、八郷、本金崎、
西金崎、稲生団地

11月13日㈪
〜

16日㈭

穂並町、東四～六番町、東十四～十六番町、西四～六番町、
西十四～十六番町、並木西、西小稲、日の出町、朝日ヶ丘、
一本木、白上中通り、小林

11月20日㈪
〜

22日㈬

秋期側溝清掃　土砂・汚泥回収 問まちづくり支援課☎51 6726

※側溝から回収された土砂は、災害用土のうなどに再利用します。空きカン、
　空きビン、紙、プラスチック類のごみは可能な限り除去し、落葉と土砂はよ
　り分けてください。
※収集車は各通りを一度だけ回収します。泥上げは回収日初日の前日までに終
　わらせてください。
※土砂・汚泥は、ある程度の大きさ（高さ 30 ㎝の円すい型）にまとめて置い
　てください。また、交差点付近には置かないでください。
※土砂・汚泥は草の上に置かず、アスファルトなどの平坦な道路脇の、見えや
　すく分かりやすい場所に置いてください。また、段ボールや肥料袋に入れな
　いでください。
※国道・県道の清掃を実施する町内会は、　国・県に回収を依頼しますので、　
　まちづくり支援課へ事前に連絡してください。
※毎年、回収日の間違いが見られますので、再度日程をご確認ください。
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入札
番号 不動産の所在 登記

地目 面積

１
西一番町59番１ 宅地 1,214.74㎡
　〃　　59番地１ 車庫 延1,322.30㎡

２
大字奥瀬字十和田湖畔休屋296番３ 宅地 2,576.46㎡
　　　　　　〃　　　　　296番地３ 店舗 延1,009.82㎡

※公売物件の見積価額、公売保証金などは、市役所・十和田湖支所に
　掲示の公売公告または市ホームページでご確認ください。
※物件の詳細内容、図面、写真などは収納課で閲覧できます。

▶公売参加申込期間　
　11 月８日㈬　午後１時～
　　11 月 21 日㈫　午後 11 時

▼入札期間
　11 月 28 日㈫　午後１時～
　　12 月５日㈫　午後１時

▼掲載場所
　ヤフー官公庁オークションホーム
　ページ上
　https://koubai.auctions.yahoo.　　
　co.jp/

問収納課☎51 6784■差し押さえした不動産をインターネット公売します 

　子ども虐待防止のシンボルマーク
として、オレンジリボンを広めるこ
とで、子どもの虐待をなくすことを
呼びかける「オレンジリボン運動」
を推進しています。
　虐待のない子育てに優しい社会を
目指し、市民１人１人に何ができる
か、この機会に考えてみましょう。

問こども子育て支援課☎51 6716

11 月 12 日～ 25 日は
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

　レイプや強制わいせつなど、性犯罪・性暴力の被害
にあった人やその家族などからの相談を受け、要望に
応じた必要な支援をコーディネートします。

問青森県青少年・男女共同参画課
　☎ 017-734-9228

あおもり性暴力被害者支援センター
「りんごの花ホットライン」　　　☎ 017-777-8349
　専門の研修を受けた相談員が対応します。
相談受付時間　午前 10 時～午後９時（月・水曜日）
　　　　　　　午前 10 時～午後５時（火・木・金曜日）
※土日・祝日・年末年始は除きます。

移
動
を
エ
コ
に
！
「
あ
お
も
り
ス
マ
ー
ト

ム
ー
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

　

県
で
は
、
自
動
車
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
²
排
出

量
削
減
に
向
け
、
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
と
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
に
よ
る「
ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ（
エ

コ
で
賢
い
移
動
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
近
い
場
所
へ
は
徒
歩
や

自
転
車
で
。
車
に
乗
る
な
ら
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
で
。
環
境
に
も
カ
ラ
ダ
に
も
い
い
、
快

適
・
便
利
な
ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
２
６

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」
で
す

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
自
分
の
未
来

設
計
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
年
金
記
録
や
、
こ
れ
か
ら
の
年
金
見

▲

学校法人東北カトリック学園
　十和田カトリック幼稚園　☎㉓2518▲

学校法人吉田学園認定こども園　
　十和田みなみ幼稚園　☎㉓3797▲

学校法人さつき学園認定こども園　
　さつき幼稚園　☎㉒1636▲

学校法人青森山田学園　
　青森大学付属北園幼稚園　☎㉒1871

平成30年度　
幼稚園児(満３歳以上)を
　　募集します
幼稚園は初めて出会う学校です
　十和田市私立幼稚園協会の各幼
稚園で入学願書や案内の配布を
行っています。入園願書の受け付
けは11月１日㈬からです。
　詳しくは各幼稚園へお問い合わ
せください。

問い合わせ先
（十和田市私立幼稚園協会）

込
額
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
に
は

登
録
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
日
本
年
金
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

表
示
登
記
無
料
相
談
会
開
催

　

不
動
産
の
表
示
に
関
す
る
登
記
や
土
地

の
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談
会
を
実
施
し

ま
す
。

と
き　

11
月
３
日
㈮　

午
前
10
時
〜
午
後

　

３
時
30
分

と
こ
ろ　

ア
ピ
オ
あ
お
も
り
（
青
森
市
）

※
同
日
、
午
後
１
時
〜
方
言
川
柳
家
の
渋
谷

　

伯
龍
先
生
に
よ
る
講
演
会
も
あ
り
ま
す
。

問
青
森
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
１
７
・
７
２
２
・
３
１
７
８

　子ども虐待防止
オレンジリボン運動

11 月は児童虐待防止月間です



募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験場所（予定）

自衛官候補生 18 歳以上 27歳未満の人 年間を通じて
行っています。12 月３日㈰

青森駐屯地（青森市）
八戸駐屯地（八戸市）

陸上自衛隊
高等工科学校生徒
（推薦）

男子で中卒（見込含）17歳
未満の成績優秀かつ生徒会
活動などに顕著な実績を納
め、学校長が推薦できる人

11 月１日㈬
～ 12 月１日㈮

平成 30 年１月６日㈯～１月８日㈪
※いずれか１日を指定されます

陸上自衛隊高等工科学校
（神奈川県横須賀市）

陸上自衛隊
高等工科学校生徒
（一般）

男子で中卒（見込含）17歳
未満の人

11 月１日㈬
～平成 30 年
１月９日㈫

【１次試験】
平成 30 年１月 20 日㈯

青森駐屯地（青森市）
弘前医療福祉大学（弘前市）
小中野公民館（八戸市）など

【２次試験】
平成 30 年２月３日㈯

青森駐屯地（青森市）
八戸駐屯地（八戸市）

平成 29年度自衛官等募集 問自衛隊青森地方協力本部三沢募集案内所☎531346

17 2017年（平成29年）11月号広報

青森県最低賃金改正のお知らせ
　青森県最低賃金は、県内で働く
全ての労働者と、労働者を１人でも
雇っている使用者に適用されます。
時間額　738円（10 月６日から）
※製造業と小売業の一部には、特定
　（産業別）最低賃金が定められて
　います。
※詳しくは青森労働局ホームページ
　をご覧ください。
問青森労働局労働基準部賃金室
　☎ 017-734-4114

お
子
さ
ん
の
教
育
資
金
を
「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）
が
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す 

　

高
校
、
大
学
な
ど
へ
入
学
時
・
在
学
中

に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な

融
資
制
度
で
す
。
子
ど
も
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内
を
、固
定
金
利
（
年
１
・

８
１
％
（
平
成
29
年
９
月
13
日
現
在
））

で
利
用
で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息
の
み

の
返
済
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で

　

検
索
し
て
い
た
だ
く
か
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
政
策
金
融
公
庫
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

　

ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６
（
ナ
ビ

　

ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
３
・
５
３
２
１
・
８
６
５
６

司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に
聞
い
て
み
よ

う
！
無
料
合
同
相
談
会

　

成
年
後
見
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
23
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後

　

４
時

と
こ
ろ　

ユ
ー
ト
リ
ー
（
八
戸
市
一
番
町

　

一
丁
目
９
　
２
２
）

問
青
森
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
１
７
・
７
７
６
・
８
３
９
８

借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

相
談
員
が
借
金
の
状
況
な
ど
を
聞
き
、

必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
等
の
無
料
法
律

十
和
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
会
議
市

民
委
員
募
集

　

市
で
は
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業

な
ど
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、委
員
の
一
部
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
・
通
勤
し
て
い
る
人

　

で
、
子
育
て
支
援
に
関
心
が
あ
る
人

募
集
人
員　

３
人

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年

報
酬　

日
額
６
千
円
（
所
得
税
控
除
前
）

申
込
期
限　

11
月
24
日
㈮
必
着

相
談
や
専
門
機
関
に
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま

す
。
相
談
は
秘
密
厳
守
・
無
料
で
す
。

受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末

　

年
始
を
除
く
）
▼
午
前
８
時
30
分
〜
正

　

午
▼
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

問
青
森
財
務
事
務
所
（
青
森
合
同
庁
舎
３

　

階
）
☎
０
１
７
・
７
７
４
・
６
４
８
８

冬
場
の
運
動
不
足
解
消　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
募
集

と
き　

12
月
７
日
㈭　

午
前
９
時
15
分
〜

　

11
時
30
分

と
こ
ろ　

市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込
期
限　

11
月
22
日
㈬

※
動
き
や
す
い
服
装
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

シ
ュ
ー
ズ
を
着
用
く
だ
さ
い
（
歩
行
が

　

困
難
な
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）。

※
平
成
30
年
３
月
ま
で
の
全
14
回
、
毎
週

　

木
曜
日
ま
た
は
金
曜
日
に
実
施
し
ま
す
。

　

お
ら
ん
ど
ー
む
や
ア
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー

　

ツ
ラ
ン
ド
で
の
実
施
も
あ
り
ま
す
。
詳

　

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
70
３
６
７
１

申
し
込
み
方
法　

公
募
委
員
申
込
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
、
郵
送
で

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
こ
ど
も
子
育
て
支
援
課
に

　

備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
こ
ど
も
子
育
て
支
援
課
☎
51
６
７
１
７



第
４
回
地
元
産
の
「
た
れ
」
を
使
っ
た
料

理
コ
ン
ク
ー
ル
レ
シ
ピ
募
集

　

地
元
産
の
に
ん
に
く
や
長
芋
な
ど
の
食

材
と
、地
元
発
全
国
ブ
ラ
ン
ド
の
「
た
れ
」

を
使
っ
た
家
庭
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
を
12
月

１
日
㈮
に
開
催
し
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
開
催
に
先
駆
け
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
「
た
れ
」
を
使
っ
た
地
産

地
消
料
理
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限　

11
月
10
日
㈮

申
し
込
み
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、市
消
費
者
の
会
事
務
局
、

　

農
協
各
支
店
、
一
部
ス
ー
パ
ー
な
ど
市

　

内
各
施
設
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者
は
書
類
審
査
の
上
、

　

決
定
し
ま
す
。

問
市
消
費
者
の
会
（
市
外
郭
団
体
事
務

　

室
内
）
☎
51
６
７
８
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
㉓
５
５
７
１

第
17
回
十
和
田
市
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

募
集

テ
ー
マ　

十
和
田
市
を
感
じ
さ
せ
る
写
真

応
募
期
限　

11
月
30
日
㈭
必
着

応
募
規
定　

Ａ
４
か
ら
四
ツ
切
サ
イ
ズ
、

　

カ
ラ
ー
、モ
ノ
ク
ロ
可
。
単
写
真
の
み
。

　

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
観
光
協

　

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ゆ
る
り
ら
十
和

　

田
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
実
施
要
領
や

　

応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

審
査
員　

和
田　

光
弘
氏
（
十
和
田
市
出

　

身
・
日
本
写
真
家
協
会
会
員
・
日
本
大

　

学
芸
術
学
部
写
真
学
科
講
師
）

入
賞　

最
優
秀
賞
１
人
（
賞
金
３
万
円
・

　

副
賞
）
ほ
か
各
賞

問
（
一
社
）
市
観
光
協
会
☎
㉔
３
０
０
６
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東
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
東
公
民
館
民
間
教
育
事
業
者
に
よ
る
講

　

座
体
験
＆
見
学
デ
ー

　

一
日
で
多
く
の
講
座
を
体
験
し
て
自
分

に
合
っ
た
講
座
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。
ご

自
由
に
見
学
い
た
だ
け
ま
す
。

と
き　

11
月
12
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後  

　

４
時

内
容　

健
康
体
操
、
太
極
拳
、
ズ
ン
バ
ダ

　

ン
ス
、
お
箏
、
陶
芸
、
書
道
、
生
け
花
、

　

美
術
、
粘
土
工
芸
な
ど

※
講
座
に
よ
り
材
料
費
な
ど
が
必
要
な
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

問
東
公
民
館
☎
㉔
９
０
０
０

　

講
師
の
会
（
加
藤
）

　

☎
０
９
０
・
８
５
８
０
・
９
１
６
９

■
東
公
民
館
講
座
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
」

　

受
講
生
募
集

と
き　

11
月
17
日
㈮　

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

演
題　
「
南
八
甲
田
幻
の
県
道
」
〜
82
年

　

後
の
今
を
語
る

内
容　

自
動
車
が
行
き
交
う
は
ず
だ
っ
た

　

夢
の
道
路
。
猿
倉
温
泉
と
十
和
田
湖
を

　

２
３
・
５
km
で
結
ぶ
「
幻
の
県
道
」
に

　

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

講
師　

十
和
田
山
岳
振
興
協
議
会　

理
事

　

横
浜　

愼
一
氏

申
込
期
限　

11
月
15
日
㈬

問
東
公
民
館
☎
㉔
９
０
０
０

商
工
労
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
創
業
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

　

創
業
に
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
的
な
知
識

や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
、
経
営

ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
を
目
的
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
18
日
・
25
日
・
12
月
２
日
・

　

９
日
・
16
日
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

　

午
後
５
時
〜
７
時
30
分
（
12
月
16
日
は

　

午
後
４
時
30
分
〜
７
時
30
分
）

対
象　

創
業
・
起
業
を
し
て
間
も
な
い
人
、

　

検
討
し
て
い
る
人
、
興
味
・
関
心
の
あ

　

る
人

講
師　
（
公
財
）
21
あ
お
も
り
産
業
総
合

　

支
援
セ
ン
タ
ー　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

　

ン
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

鎌
田　

直
人
氏

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

※
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

■
電
子
商
取
引
（
Ｅ
コ
マ
ー
ス
）
参
入
セ

　

ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

　

販
路
拡
大
お
よ
び
競
争
力
強
化
を
図
る

た
め
、「
電
子
商
取
引
（
Ｅ
コ
マ
ー
ス
）」

の
参
入
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
16
日
㈭　

午
後
２
時
〜
３
時

　

30
分

対
象　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
へ
の

　

出
店
を
検
討
し
て
い
る
人
、
興
味
・
関

　

心
が
あ
る
人

講
師　

楽
天
株
式
会
社　

楽
天
市
場
事
業

　

担
当
者　

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

11
月
13
日
㈪

◆
い
ず
れ
も

と
こ
ろ　

市
民
図
書
館

申
し
込
み
方
法　

申
込
書
を
持
参
、郵
送
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
商
工
労
政
課
に
備
え
付
け

　

て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
商
工
労
政
課
☎
51
６
７
７
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
⑳
１
５
９
１　

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

shoko@
city. 

　

tow
ada.lg.jp



手作りカード教室

問市民図書館☎㉓7808

　手作りの「クリスマスカード」作成をします。
とき　11 月 26 日㈰　午前 10 時～ 11 時 30 分
ところ　市民図書館
対象　小学３年生～一般
定員　15 人（先着順）
申込期限　11 月 15 日㈬

19 2017年（平成29年）11月号広報

【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702

い
き
い
き
健
康
づ
く
り
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

「
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
と
室
内
ペ
タ
ン
ク
教

室
（
第
２
期
）」　

と
き

12
月
１
日
・
８
日
・
15
日
（
い
ず

　

れ
も
金
曜
日
）　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

※
室
内
用
運
動
靴
持
参
、
傷
害
保
険
は
各

　

自
で
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課

　

☎
72
２
３
１
７

中
央
病
院
「
市
民
健
や
か
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

と
き　

11
月
22
日
㈬　

午
後
４
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

中
央
病
院
１
階
外
来
待
合
室

11
月
の
演
題
「
ネ
ッ
ト
で
見
る
最
新
の
放

　

射
線
治
療
〜
ネ
ッ
ト
世
界
の
健
康
情
報

　

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
〜
」

講
師　

放
射
線
科　

副
技
師
長　

小
川　

　

佐
智
男　

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
中
央
病
院
業
務
課
☎
㉓
５
１
２
１

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
「
ワ
ー
ド
中
級
編
」
開
催

　

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
理
解
す
る
と
と

も
に
、
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
イ
ラ
ス
ト
の
挿

入
な
ど
応
用
的
内
容
を
習
得
し
な
が
ら
、

年
賀
状
の
作
成
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
き　

11
月
25
日
㈯　

午
前
９
時
50
分
〜

　

午
後
３
時

と
こ
ろ　

公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家

対
象　

▼
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
、
文
字

　

入
力
が
可
能
な
人
▼
ワ
ー
ド
２
０
１
３

南
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
干
支
の
和
紙
工
芸
教
室

　

新
年
の
干
支
で
あ
る
「
犬
」
の
和
紙
人

形
を
作
り
ま
す
。

と
き　

11
月
30
日
㈭　

午
前
９
時
〜
正
午

対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

定
員　

10
人
（
応
募
者
多
数
時
抽
選
）

費
用　

２
千
円
（
材
料
費
）

申
込
期
限　

11
月
13
日
㈪

■
男
性
の
料
理
教
室
（
そ
ば
う
ち
）

と
き　

12
月
10
日
㈰　

午
前
９
時
〜
正
午

対
象　

市
内
在
住
の
成
人
男
性

定
員　

12
人
（
応
募
者
多
数
時
抽
選
）

費
用　

７
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
込
期
間　

11
月
６
日
㈪
〜
24
日
㈮

◆
い
ず
れ
も

問
南
公
民
館

　

☎
㉒
４
４
１
６

十
和
田
湖
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
長
芋
す
い
と
ん
作
り
教
室

と
き　

12
月
１
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
〜

　

午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

沢
田
悠
学
館

定
員　

16
人
（
応
募
者
多
数
時
抽
選
）

費
用　

６
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾

申
込
期
限　

11
月
10
日
㈮

問
十
和
田
湖
公
民
館
☎
72
２
１
０
２

　

が
入
っ
て
い
る
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持

　

参
で
き
る
人
（
先
着
で
貸
し
出
し
用
パ

　

ソ
コ
ン
２
台
あ
り
）

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ

　

コ
ン
、
筆
記
用
具
、　

　

昼
食

申
込
期
限　

11
月
21
日
㈫　

問
公
立
上
北
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
（
公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家
内
）

　

☎
56
２
３
９
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
56
５
０
４
２

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

k-libra@
juno.

　

ocn.ne.jp



平
成
29
年
度
畜
産
講
習
会

と
き　

11
月
29
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

サ
ン
・
ロ
イ
ヤ
ル
と
わ
だ

演
題　
「
繁
殖
成
績
の
向
上
に
つ
い
て
・

　

宮
城
全
共
を
振
り
返
っ
て
」

講
師　
（
地
独
）
青
森
県
産
業
技
術
セ
ン

　

タ
ー　

畜
産
研
究
所　

和
牛
改
良
部

　

研
究
管
理
員　

阿
保　

洋
一
さ
ん

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
上
十
三
地
区
家
畜
衛
生
推
進
協
議
会

　
　

☎
㉕
２
３
６
２

小
川
原
湖
水
環
境
フ
ェ
ア

　

小
川
原
湖
の
水
環
境
を
保
全
す
る
た

め
、
流
域
に
お
住
ま
い
の
人
が
実
践
で
き

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
18
日
㈯　

午
後
１
時
〜
３
時

　

30
分

と
こ
ろ　

東
北
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　

▼
小
川
原
湖
水
環
境
改
善
行
動
指

　

針
に
つ
い
て
▼
講
演　
「
今
日
か
ら
で

　

き
る
お
さ
い
ふ
に
も
優
し
い
エ
コ
ラ
イ

　

フ
」　

講
師　

節
約
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

　

和
田　

由
貴
さ
ん
▼
ブ
ー
ス
出
展
（
パ

　

ネ
ル
展
示
な
ど
）
▼
Ｍ
ｒ
．
マ
サ
ッ
ク

　

の
科
学
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
青
森
県
環
境
保
全
課　

水
・
大
気
環
境

　

グ
ル
ー
プ

　

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
９
２
４
２

道
の
駅
と
わ
だ
収
穫
祭

　

無
料
の
く
じ
付
き
ス
ー
プ
の
振
る
舞
い

や
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
12
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後

　

４
時

と
こ
ろ　

道
の
駅
と
わ
だ

問
道
の
駅
と
わ
だ
☎
㉘
３
７
９
０
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十
和
田
湖
公
民
館
ま
つ
り　

と
き　

11
月
19
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
〜

　

午
後
４
時

▼
展
示
部
門　

書
道
、
裂
織
、
手
芸
、
陶

　

芸
、
児
童
生
徒
作
品
な
ど

▼
舞
台
部
門　

和
太
鼓
、
鶏
舞
、
舞
踊
、

　

コ
ー
ラ
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
（
法
奥

　

小
学
校
体
育
館
で
実
施
）

▼
販
売
部
門　

ド
ー
ナ
ツ
、

　

コ
ー
ヒ
ー
、
く
し
餅
な
ど　

　
（
公
民
館
と
法
奥
小
学
校

　

で
実
施
）

問
十
和
田
湖
公
民
館
☎
72
２
１
０
２

十
和
田
市
こ
ど
も
劇
団

第
24
回
定
期
公
演　

演
目　
「
た
る
べ
の
森
の
ニ
ポ
ポ
」

と
き　

11
月
12
日
㈰　

午
後
２
時
開
演　

な
か
よ
し
発
表
会

　

市
内
特
別
支
援
学
級
の
児
童
生
徒
が
、

趣
味
や
特
技
を
生
か
し
、
劇
や
遊
戯
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行
い
ま
す
。

と
き　

11
月
29
日
㈬　

午
前
９
時
25
分
〜 

　

午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

問
指
導
課
☎
72
２
３
０
９

第 30回十和田市民合唱祭

問スポーツ・生涯学習課☎72 2313

とき　11 月 26 日㈰　午後１時 30 分開演
　　  （午後１時開場）
ところ　市民文化センター
参加団体（出演順）▶南小学校合唱部▶三本
　木小学校音楽部▶みなみ大学▶コーラス四
　季▶十和田湖コーラス愛好会▶滝の詩王者
　合唱団▶コールアゼリア▶とわだ混声合唱
　団

【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702
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現代美術館イベント情報 問現代美術館☎⑳ 1127

企画展「遠くからでも見える人ー森
もりきた

北 伸
しん

　展　絵画と彫刻」
関連イベント　「いえをつくる」
　森北伸氏によるレクチャーとワークショップを行います。作品に登場す
るモチーフの「家」がどのような概念で描かれているか説明し、その後参
加者それぞれが考えるアート作品としての「家」を、身近な素材を使って
表現し発表します。

とき　11 月 19 日㈰　午前 10 時～午後４時
ところ　14-54（十和田市稲生町 14-54）
対象　高校生以上
定員　10 人　
持ち物　昼食、汚れてもいい服装
※事前に申し込みが必要です。

十和田奥入瀬プロジェクト
ぼくたちわたしたちの小学校美術館「ようこそ美術館へ」
　松陽小学校の６年生と写真家の池田晶紀氏が「小学校」や「美術館」を舞台に制作した作品を展示します。
期間限定で小学校やまちなかの一角が美術館に変わり、子どもたちによる展覧会の説明（ギャラリートーク）
を開催します。

　マイナンバーカード、免許証や保険証など住所
が分かるものを受け付けに提示してください。

11 月 10 日㈮は現代美術館常設展示市民無料
デーです

● 14-54（まちなか会場）での展示
とき　11 月 25 日㈯～ 12 月 23 日㈯
　　　（毎週土・日曜日のみ）
　　　午前 10 時～午後４時
ところ　14-54（十和田市稲生町 14-54）
協力　地域おこし協力隊

●松陽小学校での展示
とき　11 月 20 日㈪～ 22 日㈬、24 日㈮
　　　　午前 10 時～午後４時
　　　11 月 25 日㈯　午前 10 時～正午
※詳しい場所は、現代美術館ホームページをご覧
　ください。

●キッズキュレーターによるギャラリートーク
とき　11 月 26 日㈰　午後１時～３時
ところ　14-54（十和田市稲生町 14-54）
※申し込みは不要です。
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【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702

アーティスト・森北伸さんと作品最新作の絵画と大型彫刻作品
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【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702

　市民の皆さんが行う催しの紹介、サークルなどの会員募集のコーナーです。費用費用
の記載がないものは無料の記載がないものは無料です。掲載希望のかたは市ホームページをご覧ください。

和みサロン　１日カフェ
とき　11 月 21 日㈫　
　　　午前 10 時～午後３時
▶午前10 時～　手ぬぐいキャップ作り
▶正午～　もちよりランチ（おみそ汁
　を用意しています）
▶午後１時 30 分～　ふるさと出前き
　らめき講座「食と運動を中心に長寿
　を考える」　
　講師：市立中央病院院長・丹野弘晃氏
※どの時間帯から参加しても構いませ
　ん。
ところ　寺向会館
定員　30 人（先着順）
費用　100 円（みそ汁、飲み物代）
持ち物　手ぬぐい（同じサイズの布で
　　　　も可）、裁縫道具
申込期限　11 月 14 日㈫
問ローズマリークラブ・中西
　☎ 090-7931-8754

　
芸術を愛する奥入瀬のまち

十和田市オペラ振興会オペレッタ
「こうもり」

　オペラ歌手と市民公募のこうもり合
唱団、指揮者に高橋勇太、オケピット
に八甲田吹奏楽団を迎えます。すみ子
モダンバレエ、南小学校合唱部と総勢
100 人出演の歌芝居と喜劇の楽しい舞
台です。
とき　11 月 19 日㈰　午後４時開演
　　　（午後３時 30 分開場）
ところ　市民文化センター
入場料　3,000 円
入場券販売期限　11 月 17 日㈮
入場券販売場所　市民文化センター
問十和田市オペラ振興会・山内
　☎ 090-6251-4130

　
夜のナニャドヤラ教室無料体験
　子どもさんの参加をお待ちしていま
す。花笠音頭、津軽甚句、鹿島おはら
節なども教えます。
とき　11 月 14 日㈫　午後６時～９時
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
対象　４歳以上
定員　20 人（先着順）
持ち物　タオル、足袋　（無ければ不
　　　　要）、飲み物
費用　200 円（駐車料）
申込期限　11 月 13 日㈪
問とわだナニャドヤラお祭り実行委
　　員会・山田☎ 090-3750-0251

　
第１回エコツーリズムフォーラム

講演会
　国立公園八甲田山系の登山道整備に
むけて、国立公園大雪山系はどのよう
になっているのか？地域にねざしたエ
コツーリズムガイドを行っている「山
楽舎BARE」代表・佐久間弘氏を招き
「大雪山の登山道これまでとこれから」
を講演していただきます。
とき　11 月 19 日㈰　午前 10 時～正午
ところ　南公民館
定員　150 人
※事前申し込み不要です。直接会場へ
　お越しください。
問十和田山岳振興協議会・山崎
　☎ 090-3120-7175

　
青森県民文化祭　十和田市民

秋の茶会
　青森県民文化祭の関連行事で、表千
家と裏千家が掛釡を担当します。
とき　11 月 12 日㈰
　　　午前10時～午後３時
ところ　市民文化センター
費用　1,000 円（２席分）
問十和田市茶道協会・清川☎㉓ 2413

　
北里大学交響楽団部
第 30回記念定期演奏会

　テーマは「昔から今まで」を意味す
る『古往今来』。今までこの楽団を支
えてくださった全ての方へ感謝を込
め、迫力ある生演奏で名曲たちをお届
けします。
とき　12 月２日㈯
　　　午後５時 30 分開演
　　　（午後５時開場）
ところ　市民文化センター
演奏曲　ボロディン交響曲第２番、　
　　PIRATES OF THE CARIBBEAN
　　ほか
問北里大学交響楽団部
　メール　kitasatowada@gmail.com



11月の健康カレンダー

 問健康増進課健康管理係
 　☎516790

◉献血のお知らせ
実施予定日 時　間 場　所

３日㈮
９：30～12：00 三本木農業高校

13：30～16：00 DCMホーマック㈱十和田店

10日㈮
10：00～11：30 丸井重機建設㈱

13：00～17：00 北里大学学生ホール前

24日㈮
10：00～12：00 イオンスーパーセンター十和田店

14：00～16：00 マルハン十和田店

◉各種相談

◉乳幼児健診・母子健康相談
▶問診票・母子健康手帳を持参してください。

※２歳児発達健診は２歳６か月児が対象です。問診票は１歳６か月児健
　診時に、母子健康手帳に挟んで配布しています。
※３歳児健診は３歳６か月児が対象です。問診票一式は事前に郵送して
　います。
※発熱や感染症治療中のときは、翌月以降に受診してください。
※保健センター駐車場が満車の場合は、近隣の有料駐車場をご利用ください。

内容 受付時間 ところ・問い合わせ
◆４か月児健診
健診日までに満４か月に達す
る乳児

14日㈫
12：30～13：00
※バスタオル持参

保健センター
問健康増進課
☎516792

◆１歳６か月児健診
平成 28 年５月生まれの幼児

15日㈬※歯ブラシ持参
12：30～13：00

◆２歳児発達健診
平成 27 年５月生まれの幼児

16日㈭※歯ブラシ持参
12：30～13：00

◆３歳児健診
平成 26 年５月生まれの幼児

28日㈫
12：00～12：45

◆乳幼児相談
子どもの成長発達の心配や接
し方、栄養面など悩みがある
０歳から就学前の乳幼児と保
護者

12月８日㈮９：30～
※前日までに要予約

◆子どものこころの相談
小・中・高校生

12月７日㈭14：00～
※11月30日㈭まで要予約

◆ほっとマミーサロン
妊産婦と生後６か月未満の乳
児

６日㈪・20日㈪・
12月４日㈪
13：30～15：30
※前日までに要予約

  市民交流プラザ
    「トワーレ」
   問健康増進課
　　☎516792

内容 受付時間 ところ・問い合わせ
◆こころの相談
心の悩み、不眠、もの忘れ、
お酒のことなど、気がかりの
ある人・家族

12月６日㈬
14：00～15：00
※12月４日㈪まで要予約
　

保健センター
 問健康増進課
☎516791◆栄養相談

市内在住の人

29日㈬
９：30～・13：15～
※27日㈪まで要予約

◆もの忘れ相談
もの忘れや認知症の不安があ
る 65 歳以上の人・家族

15日㈬
14：00～15：30
※10日㈮まで要予約

市役所新館１階
福祉相談室A
 問高齢介護課
☎516720

◆療育相談
首すわり、おすわり、歩き始
めが遅い気がするなど発育や
発達について心配のあるお子
さんの家族

22日㈬※要予約
▶継続の人
　９：30～10：30
▶新規の人
　10：30～11：00

上十三保健所
問☎㉓4261

◆Ｂ型・Ｃ型肝炎検査
一般の人

７日㈫・14日㈫※要予約
13：00～13：30

◆精神保健福祉相談
心の悩みや病気に関する相談
を希望する人

15日㈬※要予約
13：00～14：00

◆女性健康相談
思春期や不妊、更年期障害な
どにお悩みの人

16日㈭
10：00～10：30

◆まちなか健康相談
心や体のことを相談したい人
※予約不要、お気軽にどうぞ

10日㈮・26日㈰
９：00～12：00
13：00～15：30

市民交流プラザ「トワーレ」
　 問健康増進課
      ☎516791

◆エイズに関する相談
一般の人

７日㈫・14日㈫※要予約
13：30～14：30

上十三保健所  エイズ専用
問☎㉓8450

　バランスのとれた食事を１日
３食規則正しく食べることが生
活習慣病予防の第１歩です。

◎主食・主菜・副菜を組み合
　わせて摂りましょう
◎「だし」を活用して減塩し
　ましょう
◎野菜は１日350ｇ摂取しま　
　しょう

問健康増進課健康づくり推進係☎516791

食育月間
11月は

です
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問健康増進課健康づくり推進係☎516791

アルコール関連
問題啓発週間

11月10日～16日は 　正しい知識を持ってお酒と
上手に付き合いましょう。

飲酒からはじまる問題
・健康障害（肝炎などの臓器
　障害）
・飲酒運転
・多量飲酒
・暴力、DV、虐待
・アルコール依存症
・妊婦、未成年者の飲酒

こんな時は、「こころの相
談」「まちなか健康相談」を
ご利用ください。

問青森りんごの会事務局☎080-6057-3792

　弁護士、保健師などがチームとなって借金の相談
だけではなく、心のケアや生活再建に向けたさまざ
まな相談に応じます。
とき　11月11日㈯　午後1時～３時
ところ　保健センター
主催　青森りんごの会（青森多重債務被害等をなく
　　　す会）

借金とこころの無料相談会



　

　

＜＞…開始時間

４㈯
▶紙しばい倶楽部とわだ　<10：30>～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）

▼第48回市民文化祭　<オープニングセレモニー10：00　展示 
　部門10：00（～５日）舞の躍動10：20　演劇17：00>
　～市民文化センター（問スポーツ・生涯学習課☎722318）

５㈰

▼第48回市民文化祭　<吟詠10：00　謡と仕舞13：00　秋のス
　ペシャルコンサート13：00>～市民文化センター
　（問スポーツ・生涯学習課☎722318）

６㈪ ▶フォトとわだ　風景写真展～市民文化センター
　（問フォトとわだ・藤井☎㉓0926）(～30日）

７㈫
▶福田こうへいコンサート～全身全霊～<①13：00・②17：00>
　～市民文化センター　※チケットは完売しました。
　（問トラスト企画クリエート☎011-261-9991)

８㈬

▶おしゃべりサロン「クローバー」<①10：00・②13：30>
　～保健センター（問傾聴サロンとわだ・黒子☎090-2796-0999)

▼日本認知症グループホーム協会青森県支部第５回大会inむ　
　つ・上十三<９：45>～市民文化センター（会員3,000円、一
　般1,000円）（問（公社）日本認知症グループホーム協会青森
　県支部☎0172-37-7300）

11㈯
▶話しのサロン・こころの広場ルピナス<10：00>
　～勤労青少年ホーム（問健康増進課☎516791）（25日も開催）
▶語りの会・こま草「おはなしのゆうびんやさん」
　<①10：30・②14：00>～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）（25日も開催）

12㈰

▼第13回十和田市総合体育大会（後期）～市総合体育センターほか
　（問スポーツ・生涯学習課☎722317）

▼東日本大震災チャリティ演芸会　多笑の縁<15：00>～文化セ
　ンター（1,000円）
　（問馬はなし亭呑助・遠田☎090-9533-3390）

16㈭

▶北島ファミリーコンサート～北山たけし　原田悠里　大江裕～
　<18：00>～市民文化センター（前売券　S指定席　5,500円）
　（問オカダプランニング☎0225-22-0934）

▼十和田市民大学講座　第７講座・閉講式「入賞者２人が語　
　る、ショパン国際ピアノコンクール」～演奏もご堪能いただ
　けます！～<18：30>～市民文化センター（講師：デュオ・グ
　レイス（高橋多佳子＆宮谷理香））
　（問スポーツ・生涯学習課☎722318）

18㈯

▶わっこの会「読み聞かせ」<10：30>～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）
▶青森県立三本木高等学校附属中学校合唱コンクール<11：00>
　～市民文化センター（問三本木高校附属中学校☎㉔1184）
▶十和田市小中学校美術展<９：00>～市民文化センター
　（問指導課☎722309）（～20日）

26㈰ ▼普通救命講習会<９：00>～十和田消防署
　（対象：中学生以上の市民）（問十和田消防署☎㉕4115）

11 月の市民無料相談 その他の催し

問健康増進課☎51 6790休日当番医

３日㈮ 阿部クリニック　　　　　　　　　　　　　☎㉕1122

５日㈰ 清潮会クリニック　　　　　　　　　　　　☎㉕3300

12日㈰ 石川医院　　　　　　　　　　　　　　　　☎㉓2114

19日㈰ 篠田医院　　　　　　　　　　　　　　　　☎㉓2022

23日㈭ 高松病院　　　　　　　　　　　　　　　　☎㉓6540

26日㈰ 泉山内科　　　　　　　　　　　　　　　　☎㉕1881

内　容 日　時
◆行政相談
行政機関などの業務に対する苦
情、意見、要望などの相談

6 日㈪・20 日㈪
６日は十和田湖支所同時開催
午後１時～３時

◆人権相談
いじめや差別、家庭内や隣近所と
のもめごとなどの相談

10 日㈮・24 日㈮
午後１時～３時

◆法律相談（定員７人）
相続、離婚、借金などの相談

22 日㈬　午後１時～４時
※ 15 日㈬午前８時 30 分から予約開始

◆司法書士相談（定員４人）
登記、相続、借金などの相談

16 日㈭　午後１時～３時
※ 9日㈭午前８時 30 分から予約開始

◆不動産相談（定員４人）
不動産の売買、不動産の賃貸借な
どの相談

９日㈭　
午後１時～３時
※２日㈭までに要予約

◆くらしとお金の相談
多重債務、生活資金などの相談

８日㈬　午前10時～午後４時
※前日までに要予約

◆法テラス青森（定員６人）
借金・離婚・労働問題などの相談
（法律相談）※資力基準に該当す
る人

14 日㈫・28 日㈫　
午後１時～４時
※予約先☎ 050 -3383-5552

◆消費生活相談
悪質商法、架空請求、製品事故な
どの消費生活の相談

毎週月～金曜日
午前８時30分～午後４時30分
※相談前に要予約

◆交通事故相談　
交通事故による損害賠償、示談など
の相談

21 日㈫　
（予約があった場合に開催）
※予約先県庁☎ 017 -734-9235

ところ　まちづくり支援課市民相談室
問まちづくり支援課☎51 6777
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内　容 日　時

◆市税夜間納付・相談窓口
１日㈬、２日㈭

27 日㈪～ 12 月１日㈮
午後５時 30 分～８時

ところ　収納課
※本館北側職員通用口からお入りください。
　（午後６時以降は本館正面玄関からは入れません）
問収納課☎51 6761
市税などの口座振替をご利用ください
　指定する市内の金融機関の口座から振替納付がで
きます（年金天引きの市県民税を除く）。
▶手続場所　収納課、十和田湖支所、市内金融機関
▶持参する物　納税通知書、通帳・届出印
問収納課☎516762

内　容 日　時

◆出張年金相談
　年金の無料相談

28 日㈫※要予約
午前 10 時～午後３時
（予約があった場合に開催）
※予約先八戸年金事務所
　☎ 0178 -44-1742

ところ　新館３階会議室
問八戸年金事務所☎ 0178 44 1742　市民課☎51 6753

11 月 30 日㈭が納期限（口座振替日）です
市税等は納期限内に納めましょう
固定資産税第４期／国民健康保険税第５期
介護保険料第５期／後期高齢者医療保険料第５期

アプリで「広報とわだ」を読みませんかアプリで「広報とわだ」を読みませんか人口と世帯
平成29年９月末

現在

区分 人・世帯数 前月比 前年比
人口 62,372人 －2人 －642人
男 29,866人 －13人 －317人
女 32,506人 11人 －325人
世帯 27,483世帯 ＋2世帯 ＋74世帯

～今日も無事でいてほしい～
みんなでつくろう 安全・安心なまち

セーフコミュニティ十和田

利用方法利用方法
　　QRQRコードを読み込み、コードを読み込み、アプリアプリ
「マチイロ」「マチイロ」をインストールする。をインストールする。

毎週月・金曜日は、市民課窓口業務の一部を午後６時
まで延長しています


